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3 1 36

3-1 1

10

 

3 1  

手法名 手法名

ブレインストーミング法

カードBS法

ブレインライティング法

カードBW法

キャスティング法

マインドマップ

形態分析法

チェックリスト法

マトリクス法

属性列挙法

希望点列挙法

欠点列挙法

法

ムードボード

焦点法

一対連関法

カタログ法

刺激語法

アルファベットシステム

△○□発想法
ポジショニング法

ゴードン法

シネクティクス

法

バイオニクス法

法

こざね法

クロス法

ビジネスデザイン法

法

インプットアウトプット法

ワークデザイン法

ストップアンドゴーBS

法

法

ヒューリスティック法
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3 3  

ブレインストーミング法

デザイン思考

手法名
心理 物理

デザイン知識

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36

カードBS法
ブレインライティング法
カードBW法
キャスティング法
マインドマップ
形態分析法
チェックリスト法
マトリクス法
属性列挙法
希望点列挙法
欠点列挙法

法

ムードボード
焦点法
一対連関法
カタログ法
刺激語法
アルファベットシステム
△○□発想法
ポジショニング法
ゴードン法
シネクティクス
法

バイオニクス法
法

こざね法
クロス法
ビジネスデザイン法
法

インプットアウトプット法

ワークデザイン法
ストップアンドゴーBS

法
法

ヒューリスティック法

価
値
・
意
味
内

心
理
・
物
理
間

発
想

分
析

客
観
的
知
識

主
観
的
知
識

評
価

形
式
知

形
式
知

暗
黙
知

状
態
・
属
性
内

空
間
区
別

空
間
区
別
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  (3-5) Slm

Anderberg 73

Romesburg 84 01 03  

3 3 2

Ward

Dendrogram 3 1 3.26

1 3 1 1

5  

3 1 3 3  

3 1 3.26 1 2 3 4 5 2

3 3 1 2

3 4 5

2.32 3 4

5 2 3 4

5 1.79

1 2 1 2

1.64

4 5 4 5

 

3 4   

(3 5) 

(3 3) 

(3 4) 
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3 4  

心理空間

デザイン知識

暗黙知と形式知の活用あり 形式知の活用あり

評価なし
マインドマップ，
ムードボードなど

BS法，希望点列挙法，
ポジショニング法など

形態分析法，マトリクス法，
属性列挙法など

TRIZ法
ヒューリスティック手法

KJ法，シネクティクス，
ストップアンドゴーBSなど

類型１ 類型２

類型３

類型４

類型５

評価あり

評価あり

評価あり

心理・物理空間

物理空間

デ
ザ
イ
ン
思
考

 

ブレインストーミング法

クラスター間距離

類型１

類型２

類型３

類型４

類型５

カードBS法
ブレインライティング法
カードBW法
キャスティング法

マインドマップ

形態分析法

チェックリスト法

マトリクス法
属性列挙法

希望点列挙法
欠点列挙法

TRIZ法

ムードボード

焦点法
一対連関法

カタログ法

刺激語法
アルファベットシステム
△○□ 発想法
ポジショニング法
ゴードン法

シネクティクス
NM 法

バイオニクス法

KJ 法
こざね法
クロス法
ビジネスデザイン法
ZK 法
インプットアウトプット法
ワークデザイン法
ストップアンドゴーBS

NID 法

T.T-HS 法

ヒューリスティック法  

3 1  
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3 4 5

1 2
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1 2
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1 2 3 4
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4.3  

4.3.1  

4-1

 

4 1  
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4-2

4 2

4 1

4 3  

 

 

4 2  
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4 3  

因子分析
応答曲面法
階層型ニューラルネットワーク
関連樹木法
共分散分析法
クラスター分析

コレスポンデンス分析
自己組織化マップ
重回帰分析
主成分分析
常微分方程式
親和図法

系統図法
決定木
恒等写像モデル
コーホート分析

数量化Ⅰ類
数量化Ⅱ類
数量化Ⅲ類
数量化Ⅳ類

正準相関分析
相互結合ニューラルネットワーク
双対尺度法
代数方程式
多次元尺度法
特性要因図
パス解析
判別分析
ファジィ推論
プロトコル分析
ペトリネット
偏微分方程式
ラダリング法

連関図法
ＤＥＭＡＴＥＬ
ＦＭＥＡ
ＦＴＡ
ＩＳＭ
ＱＦＤ

デザイン思考

手法名

比較 構造化 対象

デザイン
知識

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

全
要
素
間
関
係
の
比
較

定
性

定
量

定
性
・
定
量

客
観
的
知
識

主
観
的
知
識

要
素
の
統
合

注
目
要
素
に
対
す
る
関
係
の
比
較

要
素
の
分
解
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4.3.2  

4-3 2

3

Ward Dendrogram 4-2

4.91

1

4-2 1 6  

4 2 4 3

4 2 4.91 1 2 3 4 5 6 2

1 2 3 4 5 6

 

因子分析

応答曲面法
階層型ニューラルネットワーク

関連樹木法

共分散分析法
クラスター分析

コレスポンデンス分析
自己組織化マップ

重回帰分析

主成分分析

常微分方程式

親和図法

系統図法

決定木

恒等写像モデル

コーホート分析

数量化Ⅰ類 
数量化Ⅱ類 

数量化Ⅲ類 
数量化Ⅳ類 

正準相関分析
相互結合ニューラルネットワーク

双対尺度法

代数方程式

多次元尺度法

特性要因図

パス解析
判別分析

ファジィ推論

プロトコル分析
ペトリネット

偏微分方程式

ラダリング法

ラフ集合

連関図法

ＤＥＭＡＴＥＬ

ＦＭＥＡ
ＦＴＡ

ＩＳＭ
ＱＦＤ

類型１

類型２

類型３

類型４

類型５

類型６
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4.17

1 2 3 2 1

2 3 3.63

4 5 6 2 4 5

6

2.28 4 5 2 4

5

1.78 2 3 2

3

4-4  

 

4 4  

 

分解

統合

デザイン知識

客観的知識および主観的知識 客観的知識

定性

特性要因図，
FTAなど

QFD，ISM
親和図法など

数量化Ⅲ類，
ラフ集合など

数量化Ⅰ類，
数量化Ⅱ類など

多次元尺度法，
主成分分析など

常微分方程式，
偏微分方程式など

類型１

類型２ 類型３

類型４

類型６

類型５

定性
・

定量

定量

注目要素に対
する関係の比較

全要素間関係
の比較

注目要素に対
する関係の比較

デ
ザ
イ
ン
思
考
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4.4  
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2 3

2 3

4 5

4 5
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6  

1

2 QFD 3

4

5
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4-4 1 2

1 2
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3 4 5 6

3 4 5 6

 

1 2

QFD

3 4

5 6

 

 

4-3 1 2 3 4

5

1 2 3 4 5

6

6

 

1

2 3

4 5

6
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4-4 1 2 3

1 2 3

4 5

4 5

6

6

 

4 3  
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1 2 QFD 3

4 5
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4 4  
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1 2 3 4 5
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1 2

3 4 5
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4.5  
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4-10 40
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4.6  

3

 

Ward 40

6  

6  

6 40
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5.1  

  

3 4

 

5.2  
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5.3   
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5-1
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NID
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5.4   

4

5-2  
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FME FTA
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5.5

5.5.1  

5-2

 

5-2  
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5-3  
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5-4

ABS PS PMMA PET
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5-5

 

5-5  
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5-6

 

5-6  
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5-7

 

5-7  
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5.5.2  

5-8

 

5-8  
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5-9

 

 

5-9  
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 69 

5-10

 

5-10  
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6-1 3
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3 Step

Step

Step

Step Step

Step

Step  

  

6-2 1

Step  

  6-3 Step Step Step
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分
析

・
発

想
分

析
・

発
想

・
評

価

類型 1 

類型 2

類型 3

類型 3：KJ法を選択

類型 4 類型 5

デザイン対象

デザイン方法

デザイン過程

デ
ザ

イ
ン

知
識

形
式

知
・

暗
黙

知
形

式
知

デ
ザ

イ
ン

思
考

創発デザイン 最適デザイン

概念デザイン 基本デザイン 詳細デザイン

外部システムのデザイン 内部システムのデザイン

形式知と暗黙知を用い、評価を行わずに主
に心理空間のデザイン要素の創出を行う
発想法

形式知を用い、評価を行わずに主に心理空
間のデザイン要素の創出を行う発想法

形式知を用い、評価をしながら主に心理空
間のデザイン要素の創出を行う発想法

形式知を用い、評価をしながら主に
心理空間と物理空間のデザイン要素
の創出を行う発想法

形式知を用い、評価をしながら主に物
理空間のデザイン要素の創出を行う
発想法

・ TRIZ法
・ ヒューリステック技法

・ 形態分析法
・ マトリクス法
・ 属性列挙法
・ T.T-HS法

・ シネクティクス法
・ NM法
・ KJ法
・ こざね法
・ クロス法

・ ビジネスデザイン法
・ ZK法
・ インプットアウトプット法
・ ワークデザイン法
・ ストップアンドゴーBS

・ BS法
・ カードBS法
・ BW法
・ カードBW法
・ キャスティング法
・ チェックリスト法
・ 希望点列挙法
・ 欠点列挙法

・ 焦点法
・ 一対連関法
・ 刺激語法
・ アルファベットシステム
・ ステューバ法
・ ポジショニング法
・ ゴードン法
・ バイオニクス法

・ マインドマップ
・ ムードボード
・ カタログ法
・ NID法

 

6 1 KJ  
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分
解

統
合

デザイン対象

デザイン方法

デザイン過程

デ
ザ

イ
ン

知
識

形
式

知
・

暗
黙

知
形

式
知

デ
ザ

イ
ン

思
考

創発デザイン 最適デザイン

概念デザイン・基本デザイン
（定性・定量）（定性）

概念デザイン・基本デザイン 詳細デザイン

外部システムのデザイン 内部システムのデザイン

形式知と暗黙知を用い、主に心理空間のデ
ザイン要素の分解を行う分析法

形式知と暗黙知を用い、主に心理空間のデ
ザイン要素の統合を行う分析法

形式知を用い、主に心理空間のデザイン要
素の統合を行う分析法

形式知を用い、主に心理空間と物理空間
のデザイン要素の統合を行う分析法

形式知を用い、主に物理空間のデザイン
要素の統合を行う分析法

・ 因子分析

・ クラスター分析

・ 主成分分析
・ 恒等写像モデル

・ 多次元尺度法

・ 共分散構造分析
・ 決定木

・ 数量化Ⅰ類
・ 数量化Ⅱ類
・ ファジィ推論

・ コレスポンデンス分析
・ 自己組織化マップ
・ 数量化Ⅲ類
・ 数量化Ⅳ類 
・ 双対尺度法
・ ラフ集合

・ 関連樹木法
・ 系統図法
・ 特性要因図
・ ラダリング法

・ 連関図法
・ FMEA
・ FTA

・ 親和図法

・ プロトコル分析
・ ペトリネット

・ DEMATEL
・ ISM
・ QFD

・ 応答局面法

・ 正準相関分析

・ 階層型NNW

・ 重回帰分析
・ 常微分方程式

・ 相互結合NNW

・ 代数方程式
・ パス解析
・ 判別分析
・ 偏微分方程式

・ コーホート分析

類型 1 

類型 2 

類型 3 類型 4・5 類型 6

類型 1：連関図法を選択
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6.3  

6-4

Step Step Step

6-5

Step

6-6

Step

6-7

 

Step Step

価値要素

意味要素

状態要素

属性要素

価値要素

意味要素

状態要素

場
状態特性

場 場状態特性

属性要素

価値要素

意味要素

状態要素

属性要素

場

状態特性

価値要素

意味要素

状態要素

属性要素

デザインの具体化（スケッチ、モックアップ等）

StepⅠ:デザイン要素の抽出 StepⅡ:デザイン要素の分類 StepⅢ:デザイン要素の構造化 StepⅣ:デザイン要素の詳細化

デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素
デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素
デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素
デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素 デザイン要素

デザイン要素

デザイン要素
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